
 

2025年度活動概要     授業学（中部）研究会 

 

授業学研究会（中部）は、2025年度において大きく 2つの活動を中心に取り組んだ。 

1 つ目は、毎年発表を行っている国際大会におけるワークショップおよび SIG ポスター

発表である。2025 年度の第 64 回国際大会は早稲田大学で開催され、初日の午前中にワ

ークショップをを行った。授業学研究会（中部）の特徴の一つである「認知科学を授業

に応用する」という視点から、今回は研究会メンバーの尾関智恵先生（岐阜大学）に、

実際に岐阜大学で実践されているメタバースを活用した留学生向け日本語教育の取り組

みをご紹介いただいた。また、SIGポスター「授業学研究会（中部）の実践報告」では、

メンバーによる実践および研究内容を紹介した。3 日目のコアタイムには多くの参加者

の関心を集め、ポスター内容について丁寧に説明する機会を得ることができた。 

2つ目は、中部支部第 2回定例研究会（3月開催）の準備・運営を担当したことである。

当日は、研究会メンバーの吉枝恵先生（愛知淑徳大学、2026年度より防衛大学校）によ

るインスタグラムを用いた授業アクティビティのワークショップと、尾関先生による認

知科学と言語教育に関する講演が行われた。ワークショップでは、インスタグラムの利

用に不慣れな参加者にも配慮しながら、その基本的な活用方法を紹介するとともに、英

語を用いて自分の関心のある内容を発信する活動を体験していただいた。これにより、

学習者が実際に発信する際の感覚を実感する機会となった。講演では、現在の言語教育

において定着している社会文化的アプローチの背景として、ヴィゴツキー心理学、認知

革命、学習科学などが取り上げられた。そして、人間の認知や知的能力が個人の内部で

完結するものではなく、他者との協働を基盤として成立していることが、分かりやすく

示された。 

以上の活動を通して、「Mediation（仲介）」という学習の在り方がいずれの取り組みに

も深く関わっていることが確認された。2026年度は、この Mediationの概念をさらに深

化させ、理論と実践の両面から検討を進めていきたいと考えている。 

 


